
南中野中学校（国語）の特色 

◇朝読書の習慣を生かし、読書指導、図書館利用の充実を図り、本に親しむ場を多く設定しています。               

◇全校一斉の同一問題による漢字コンテストを年一回夏休み後に実施しています。 
◇古典学習の一環として、教科書に出ている古典作品を暗唱させ、古典を身近なものとしています。 
◇創作意欲向上のため、読書感想文、人権作文に全校で取り組んでいます。 
◇書写では生徒の作品を廊下に掲示し、互いに鑑賞しあっています。                                                                        

◇「３分間スピーチ」を授業に取り入れ、話す態度と聞く態度を身につけさせています。（２・３年）

◇毎時間、授業の始めに１０問ずつ行うＥ漢字テストは１０回を区切りとして積み上げの形をとり、  

漢字に関する意欲を高めています。（１年） 
 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇教科全体の到達度では「関心・

意欲・態度」と「書く能力」の

目標値はクリアしています。                  

◇落ち着いた態度で、授業に取り

組めない生徒もいて、時には、

うるさくなりすぎて、収拾がつ

かなくなる時もあります。 
◇漢字への取り組み意欲が少しず

つ育ってきています。 

◇じっくり落ち着いて

人の話を聞いたり、本

を読んだりする力を

身に付けさせる必要

があります。 
◇宿題に対しての取り

組みに差が出てきて

いるので、取り組まな

い生徒の指導が必要

になっています。 

 

◆積極的な発言を尊重し、問

題解決をしようとする意

欲を失わずに、発言の中身

を吟味する時間を十分と

りながら進めていきます。 
 
 
◆宿題は点検を必ず行い、家

庭学習の定着を図ってい

きます。 

２
年 

◇教科全体の到達度では「言語につ

いての知識・理解・技能」以外、

目標値はすべてクリアしていま

す。                      

◇授業中は、落ち着いて課題に取り

組む姿勢が見受けられます。 
◇記述問題に対して、抵抗なく取り

組めるようになってきました。 
◇言語活動、中でも文法には苦手意

識が見られます。 
 

◇言語事項では、長文の

中に表れると応用が

きかない生徒もいる

ので、気をつけさせる

必要があります。 
◇宿題や課題に取り組

まない生徒が決まっ

ているので、取り組ま

ない生徒の指導が必

要になっています。 

 

◆言語の応用力に関しては

課題学習や実生活での活

用の仕方を工夫していま

す。 
 
◆宿題は点検を必ず行い、家

庭学習の定着を図ってい

きます。 

３
年 

◇教科全体の到達度では、「読む能

力」と「言語についての知識・

理解・技能」以外の目標値はす

べてクリアしています。 
◇「話す・聞く能力」「書く能力」

については興味関心を持ってい

る割には横ばい状態が続いてい

ます。  
◇授業中、積極的に参加（発言）

する生徒が決まっていました

が、３年になって、競い合う姿

が見られるようになってきまし

た。 

◇書くことに抵抗が少

なくなっていますが、

正確な書き方には課

題が残るので、多くの

問題に取り組ませる

必要があります。 
◇長文を、最後まで、読

み取らず、諦めてしま

う生徒がいます。読解

力のためにも、読書量

を増やす指導が必要

になっています。 
 

 

◆定期考査に記述問題を必

ず入れることで、これから

も書くことへの抵抗を少

なくし、内容を充実させる

よう、添削を工夫していき

ます。 
◆学習した言語を文章の中

で的確に用いることがで

きるよう活用の場面を工

夫していきます。 

 



南中野中学校（社会）の特色 

◇基礎・基本の定着に重点を置き、「予習→授業→復習」の学習パターンの定着に力を入れています。          

◇ワークやプリントを使って、学習内容を繰り返し確認し、学習内容の定着を図っています。                  

◇社会の出来事について、興味・関心を高めることを意識して、一人一人が自分の意見・感想を考え 
 ることができるように発表・論文を取り入れています。                                                    

◇ICT の活用によって少人数しかできなかったことやリアルタイムにできなかったことが可能になる 
 ように研究・努力をしています。 
◇中野税務署（本年は税理士の方）による出前授業を実施し、専門職の方から学ぶことができる機会 

を設定しています。                                                         

◇司書教諭と綿密な連携をとりながら、図書室の整備により、「社会科コーナー」の設置や「今月の 
社会科の本」などの紹介を充実させています。 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇中野区の学力調査の結果からは、観点

別正答率は全観点が期待値を下回って

います。 
◇基礎よりも活用の面に課題がありま

す。 
◇「日本国憲法」については期待正答率

を大幅に上回ったものの、それ以外は

すべて下回っている現状です。 
 

◇授業内での取り組みに

少々課題がみられます。Ｏ

ＮとＯＦＦの区別をはっ

きりつけさせる授業を展

開します。 
◇社会の出来事に興味・関心

を持ち、自分の意見・考え

を持たせていく指導上の

工夫が必要です。 
◇活用につながる知識の定

着を目指し、関連のある復

習の内容も指導します。 

 

◆ワークやプリントを活用して、

「予習→授業→復習」の学習パ

ターンを身につけ、家庭学習の

充実によって基礎的な学習内容

の定着を図っていきます。 
◆思考・判断、技能・表現の力を
さらに身につけさせるために新
聞の読み方・ノート・宿題の指
導を徹底します。 

◆都道府県名・都道府県庁所在地

名の小テストを実施し、日本地

理の基礎・基本を確実にします。 

２
年 

◇基礎は、区平均を少し下回っている

程度ですが、活用は、区平均を大幅

に下回っています。 
◇領域別では、歴史的分野は「古代ま

での日本」など区平均を上回ってい

るのに対して、地理的分野は「世界

と日本の地域構成」が大幅に下回っ

ています。 
◇観点別では、４観点とも区平均を少

しずつ下回っていますが、特に「資

料活用の技能・表現」が低いです。 

◇授業への取り組みは昨年

同様よいのですが、昨年と

比較すると、授業内での発

言が偏り、自分の考えを表

現することに課題が出て

きました。 
◇社会の出来事に興味・関心

を持ち、自分の意見・考え

を持たせていく指導上の

工夫が必要です。 

 

◆ワークやプリントの活用とノー
トの工夫などで知識を整理させ
、学習内容の定着を図っていき
ます。 

◆ＩＣＴ機器等を活用し、生徒の

興味・関心を引き出し、自分の

考えをまとめ、発表する機会を

増やしたいです。        

◆地理的分野の授業時間を増や

し、「世界と日本の地域構成」

について、基礎・基本の徹底を

図ります。 

３
年 

◇中野区の学力調査の結果からは、

「観察・資料活用の技能・表現」・

「社会的事象についての知識・理

解」の 2 観点で期待正答率を上回

っています。 
◇昨年と比較すると、すべての観点

において成長がみられます。 
◇内容では、正答率において歴史の

「江戸時代」、地理の「世界の国々

の調査」で課題が見られます。 

◇雨温図や地形図の読みと
り、歴史の並べ替えなど、
知識だけでは得点になら
ないものをより多く解け
るように問題に接する機
会を増やします。 

◇応用の基盤となる「知識・
理解」の定着を図ります。 

◇進学のための勉強だけで
はなく、社会科全般につい
ての思考・判断力、技能・
表現力をつけます。 

◇「関心・意欲・態度」が目
標値に届かなかったため、
生徒のやる気を引き出す
授業をすることが必要で
す。 

 

◆復習問題のプリント等を利用し 
繰り返し身につけさせる指導を
実施します。 

◆新聞記事の「３分間スピーチ」

を通じて社会の出来事に興味・

関心を持つ態度を養います。                  

◆出前授業や DVD など視聴覚教

材を使い、自分の意見や考えを

発表したり論文に書いたりする

ことにより「社会的な思考・判

断」・「観察・資料活用の技能・

表現」の力を養います。 
◆入試問題での出題も紹介してい

くことで知識の活用方法を伝え

ていきます。 



南中野中学校（数学）の特色 

次の３点を特に意識しながら日々の活動を進めています。 
（１）計算については、答えだけでなく途中の式を表現する力を重視します。 
（２）数量の関係や図形の性質などを考察し、見出したことは根拠をもって表現する力を育みます。 
（３）日常の事象を数学的にとらえたり、学んだ数学を生活に生かしたりして、数学が役立つことを実感させます。方法とし

て、以下のような取り組みを行っています。 
◇１，２年は、習熟度に応じた授業形態やクラス２分割の授業形態により、基礎・基本の確実な定着と、個に応じた指導の充

実を図っています。 
◇教科書だけではなく、生徒の日常生活にも関連した題材を教材化し、活用しながら授業を進めています。 
◇授業では、互いの考え方を尊重し、より良い解決策を検討したり発表しあったりする環境作りに努めています。 
◇土曜日の学校公開日の午後や夏季休業中に補習教室を開き、学習内容の深化・補充を図っています。 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇授業に意欲的に取り組む生徒が多いが、ノー

トを取る習慣が身についていない生徒も例年

に比べて多いようにみられます。関連して課

題の提出などに、差が出始めています。 
◇中野区学力調査の結果からみると、観点別正

答率は、ほぼ中野区の期待正答率と同じです

が、基礎・活用で分けると、活用の中の表現

力が弱いです。 
また、意識調査で、「わからなかったり間違

えた所は繰り返し練習している」と｢問題を図

や表にして考える｣が低いことからも、活用す

ることが苦手だったり、学習習慣が定着してい

ないことが分ります。 

◇意欲的に取り組む生徒を伸ば

しつつ、理解に時間がかかる生

徒や書く事を嫌う生徒の基礎

学力の定着や学習習慣の定着

が必要です。 
◇クラス２分割や、習熟度に応じ

た授業形態で行っていますが、

その切り替え時期の見直しを

行います。そして、２分割にし

たときの授業内容（進度と深

度）のより細かい教員同士の打

合せを実施します。 
◇基礎基本の定着を図るため、教

材や課題の開発が必要です。 

 

◆学生ボランティアを複数活用し、授

業のアシスタントに入ってもらい基

礎学力の定着を図ります。 
◆単元や章ごとに確認テストを行い、

理解するまでやりとりをして、わか

らない問題をそのままにしないよう

にし、基礎学力の定着を図ります。 
◆授業で考える時間、操作活動の時間、

話し合う時間を作り、人の考えを聞

いて発表し合います。 
◆「授業→復習」のサイクルを習慣化

し、家庭学習の定着を図ります。 

２
年 

◇おとなしい生徒が多く、授業中は真剣に取り

組んでいますが、黒板などで積極的に問題を

解こうとする生徒は少ないです。 
◇問題を解くとき、途中の考え方を省略して答

えだけを書こうとする傾向が増えてきてい

ます。 
◇中野区学力調査の結果からみると、図形の領

域の正答率は、中野区の領域別正答率より高

くなっています。また、教科の正答率では、

活用では区の平均正答率と同じですが、基礎

が低くなっています。 
◇意識調査では、作図に興味・関心を持って取

り組む生徒が多いという傾向が見られます。 
 
 

◇日常生活での数学には関心を

持っている生徒が多いので、こ

のことを利用して数学への興

味・関心を高めるような教材や

課題を考える必要があります。 
◇基礎学力を充実させ、発展的な

学力を伸ばすための授業の工

夫をしていく必要があります。 
◇解いていく過程をしっかり書

く習慣を身に付けることが大

切です。 
◇少人数授業を有効にするため

に教員間の打ち合わせを綿密

に行うことが必要です。 
 

 

◆学生ボランティアを複数活用し、授

業のアシスタントに入ってもらい基

礎学力の定着を図ります。 
◆単元や章ごとに確認テストを行い、

理解度を確認し、理解不足の生徒に

は補充授業等を行い理解不足の解消

をしていきます。 
◆学力の定着を図るために、宿題プリ

ントを毎時間（基礎から発展問題を

含めます。）出すようにします。 
◆基礎学力が定着していない生徒のた

めに放課後・定期考査前・長期休業

中に補習教室を行います。 
◆教材の工夫・改善し数学を利用（考

えて）して解決することの「よさ」「成

就感」を得られるようにします。 

３
年 

◇中野区学力調査の結果を経年比較してみる

と、観点別学習状況では昨年度(2 年生次)よ
り「関心・意欲・態度」以外の 3 観点では向

上が見られます。とりわけ「数学的な表現・

処理」の観点は際だって伸びています。 
  「関心・意欲・態度」を細かく見てみると

「テストで良い点数を取りたい。」というと

ころでは高い数値が出ていますが、数学を日

常に利用することや、生活の中の確率や、結

論を論理立てて証明するといった事などに

は低目の数値が出ています。 
また、「基礎」に関してもかなりの進歩が

伺えます。しかし、「活用」に関しては残念

ながら昨年を下回っています。 
◇授業に関しては、ノートをしっかりととり、

集中して臨んでいます。また、発言も多く積

極性もありこれからの伸張が期待できます。 

◇点数を取ることに重きを置い

ている生徒が多いので、日常生

活の中での数学の利用、日常に

応用できるような数学の教材

や課題を考える必要がありま

す。 
◇見直しや別の解法で解くとい

うことを苦手にする生徒が多

いので、一つの問題をいろいろ

な解き方で解けることを導く

授業を行っていく必要があり

ます。 
◇基礎基本の定着を図るため、教

材や課題の開発が必要です。 

 

◆学生ボランティアを複数活用し、授

業のアシスタントに入ってもらい基

礎学力の定着を図ります。 
◆単元ごとに確認テストを行い、理解

するまでやりとりをして、わからな

い問題をそのままにしないように

し、基礎学力の定着を図ります。 
◆数学的考え方が、日常生活の中のど

んなところで生かされているか考え

させるようにします。 
◆授業で考える時間、操作活動の時間、

話し合う時間を作り、人の考えを聞

かせたり、発表させます。 
◆「授業→復習」のサイクルを習慣化

し、家庭学習の定着を図ります。 



南中野中学校（理科）の特色 

◇少人数授業を行い、個別実験を行うなどきめ細かな指導を行います。 
◇視聴覚機器やパソコンを活用し、わかりやすい授業を心がけています。                

◇授業の内容をノートにまとめ直すことで、知識の定着を図っています。 
◇ワークシートやノートを定期的に回収・評価して、継続的な学習への意欲付けを行っています。                                              

◇教科書の課題実験だけでなく、発展的な実験を多く行い、観察力、実験力を高めます。                                        

◇重要な実験機器の取り扱いについてパフォーマンステストを実施し技能の定着を目指しています。                                          

◇単元末にワークを行うことで、知識理解度の把握・自己評価を行っています。 
 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇全領域ともに基礎力に課題があ

り、特に「物質とエネルギー」

「地球と宇宙」は中野区の期待

正答率から 5％以上低くなって

います。 
◇観点別では、「自然現象について

の知識・理解」が他の観点と比

べて低いです。 
◇観察・実験への興味関心が強く、

意欲的に授業参加します。 

◇基礎基本的な内容を

復習・確認する時間が

多くとれていないで

す。 
◇観察や実験結果につ

いて深く考えさせる

時間がとれていませ

ん。 
 

 

◆単元末に単元の復習をす

るだけでなく、復習範囲や

復習回数を増やすなどし

て知識の定着をはかりま

す。 
◆基礎基本の知識理解を生

かした活用型授業を増や

すことで、科学的思考力を

育成します。 
 

２
年 

◇全領域ともに中野区の期待正答

率から 5％以上低くなっていま

す。特に「身近な物理現象」は 12％
低いです。 

◇全ての観点で、中野区の期待正答

率から 10％以上低くなっていま

す。特に「自然事象への関心・意

欲・態度」は 13.7％低いです。 
◇実験レポートやノートを工夫し

てまとめることや課題を意欲的

に取り組むことができています。 

◇基礎基本の定着を確

認・自己評価できるよ

うな小テストや単元

末テストが少ないで

す。 
◇観察や実験結果につ

いて深く考えさせる

時間がとれていませ

ん。 
 

 

◆授業・単元毎の確認テスト

を数多く行い、生徒自らが

自己評価・定着確認できる

ようにします。 
◆基礎基本の知識理解を生

かした活用型授業を増や

すことで、科学的思考力を

育成します。 

３
年 

◇ほぼ全領域において中野区の期

待正答率を上回っていますが、

「電流とその利用」のみ 5％ほ

ど下回っています。 
◇観点別ではすべての観点で中野

区の期待正答率とほぼ同程度の

正答率です。観察実験の技能・

表現では 7％ほど上回っていま

す 
◇表現の能力や活用の問題に取り

組むことを苦手とする生徒が多

いです。 

◇自分の考えを表現す

る時間が多くとれて

いないです。 
◇予想と違う実験結果

などに、自分で考え、

答えを導き出そうと

する時間が少ないで

す。 
 

◆言語活動を通して、自分の

考えを発表する機会を多

く作っていきます。 
◆実験レポートやワークシ

ートを活用して結果から

理論を考察する力を育成

します。 
 

 



南中野中学校（音楽）の特色 

◇学校行事（合唱コンクール、卒業式、入学式等）で合唱をする場面があり、クラス合唱、学年合唱、

全校合唱を行っています。                                                              

◇和楽器の筝に各学年取り組み、簡単な奏法を身につけさせます。 
◇器楽（アルトリコーダー）の練習は親しみやすい曲を課題にし、意欲的に練習しています。 
◇２・３年生は１クラスを２つに分け、少人数編成で授業を行っています。そのため、一人一人の取

り組みが見えやすく、意欲の向上につながっています。 
 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇意欲的に歌唱に取り組んでいる

生徒が多くみられますが、少し

意欲に差があります。話を聞き、

課題に取り組む姿勢を育ててい

く必要があります。 
◇定期考査の取り組みはまだ不十

分です。 
◇鑑賞や器楽の授業に熱心に取り

組んでいます。 

◇意欲を技術（男声、ア

ルトの音程やリズム、

響きのある発声法）の

向上につなげていく

必要があります。 
◇器楽の基礎の奏法を

親しみやすい曲で確

実に身につけさせま

す。 

 

◆演奏するべき音をなるべ

く早く覚えられるように、

１回１回の音に集中させ

ます。 
また、上級生の合唱やＣＤ

の範唱から学ぶ場面を増

やし、自分の歌唱技術の目

標を持たせます。               

◆振り返りやすい学習シー

トを工夫し、定期テストの

学習に役立たせます。 

２
年 

◇意欲的に歌唱に取り組んでいる

生徒が多いです。表現の向上さ

せる意欲をさらに持たせていく

必要があります。 
◇定期考査の取り組みが少しずつ

前向きになってきています。 
◇鑑賞や器楽の授業にも熱心に取

り組んでいます。 

◇意欲を技術（正しい音

程やリズム、響きのあ

る発声法）の向上につ

なげていく必要があ

ります。 
◇パート練習の内容を

工夫させ、表現技術の

向上をめざします。 

 

◆演奏するべき音をなるべ

く早く覚えられるように、

１回１回の音に集中させ

ます。 
また、上級生の合唱やＣＤ

の範唱から学ぶ場面を増

やし、自分の歌唱技術の目

標を持たせます。               

◆振り返りやすい学習シー

トを工夫し、定期テストの

学習に役立たせます。 

３
年 

◇歌唱への意欲が高くなり、熱心

に取り組む生徒が増えてきてい

ます。表現しようという意欲が

技術の向上につながっていま

す。 
◇定期考査の取り組みが前向きに

なってきています。  
◇器楽（アルトリコーダー）では

基本の奏法はほとんど出来てい

ます。 
 

◇自分の声で表現でき

ることの幅をさらに

広げられるようにし

ます。 
◇定期考査の学習のポ

イントを着実につか

ませます。 
◇器楽の課題を確実に

習得させます。 

 

◆合唱コンクールの練習を

通して、表現の工夫するべ

きポイントを伝えます。 
また、楽譜の知識を理解さ

せ、それを表現できるよう

にさせていきます。  
◆振り返りやすい学習シー

トを工夫し、定期テストの

学習に役立たせます。 
◆練習の機会を何度も設け

ます。 
 
 



南中野中学校（美術）の特色 

◇2･3 学年で少人数授業を行い、生徒の個性に応じたきめ細やかな指導を目指しています。 
◇ICT 機器を効果的に活用し、わかりやすい授業を心掛けています。 
◇基本的な知識や用具の正しい使用方法をワークシートで身につけられるようにしています。 
◇継続性、発展性のある題材で、段階的に質の高い作品づくりができるようにしています。 
◇校内で多くの作品に触れる機会をつくり、制作意欲が高まるようにしています。 
◇美術ファイルをつくり、過去の作品や資料を振り返り復習ができるようにしています。 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇単純作業で成果が実感できる事

に対して意欲的に取り組むが、

丁寧な作業や考えて取り組む事

に対して集中力がなく、苦手意

識を持っています。 
◇説明を最後まで聞く習慣が身に

ついておらず、思い込みや感覚

で作業に取りかかり、失敗をし

てしまう生徒がみられます。 

◇丁寧な作業をするこ

とによってどんな成

果が得られるか体験

させる必要がありま

す。授業の中で主体的

に考える取り組みも

積極的に取り入れる

べきだと思われます。 
◇大切な指示をポイン

トを押さえて聞かせ

る工夫が必要です。 

 

◆段階的にワークシートを

作成し、スモールステップ

で丁寧に作業をした成果

がわかりやすいものにし

ます。 
◆授業の導入、ポイントの指

導などで ICT 機器を積極

的に活用し指示がしっか

りと頭に入るようにしま

す。 
 

２
年 

◇少人数により、落ち着いた授業を

実施できています。真面目な態度

で集中して制作に取り組めてい

ます。 
◇発想力の豊かな生徒が多く、のび

のびと作品の構想を膨らませて

いる様子がうかがえます。 
◇レタリングの知識や、絵の具の使

い方が身についていない生徒が

みられ、作品の出来上がりに影響

を与えています。 

◇豊かな発想を活かし

た作品づくり、その発

想が評価に反映され

るような工夫をしま

す。 
◇自己の発想を実現さ

せるための技術と知

識を身につけさせる

指導が必要です。 

 

◆アイディアスケッチのワ

ークシートをテストに取

り入れるなどして、よりわ

かりやすく評価に反映さ

せます。 
◆1 学年で身につけるべき

知識や技能を復習できる

機会のある題材とします。 

３
年 

◇少人数により、落ち着いた授業

を実施できています。真面目な

態度で集中して作業に取り組ん

でいます。 
◇生徒により作業進度に差がでて

きています。作業の早い生徒が

遅れ気味の生徒にアドバイスや

手助けをする場面も見られま

す。 

◇作業進度の差をフォ

ローできるような工

夫が必要です。 
◇より多くの生徒が作

品づくりを楽しめる

ような課題の研究を

します。  

◆進度の遅い生徒を早い生

徒がアドバイス、手助けで

きる環境をつくっていき

ます。作業内容を精選し進

度の差ができないような

授業にしていきます。 
◆題材が偏らないよう、短時

間課題も取り入れて、年間

の作品数を増やすように

します。 
 

 
 



南中野中学校（技術）の特色 

（１）ものづくりや情報機器の活用など実習を多く取り入れることにより、授業に対する興味・関心

を高め、より実践的な問題解決能力の育成を図ります。 
（２）実習を伴う授業において少人数指導を実施し、生徒一人一人の習熟度に応じたきめ細かい指導

を行います。 
（３）ＩＣＴ機器を多く活用し、わかりやすい授業を行います。また、情報活用能力の育成を図りま

す。 
（４）ものづくりの実践の中で、環境教育、エネルギー変換の学習の充実を図ります。 
〈主な指導内容〉 

１年  … 木材（集成材）を使ったＣＤボックス製作、ＰＣの活用（図形処理） 
２年  … 電気のしくみ、エネルギーの活用と変換、マルチライト製作、ＰＣの活用（文書作成） 
３年  … ＰＣの活用（文書作成応用・表計算・情報通信・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの活用）、ｵﾙｺﾞｰﾙ製作（力の伝達） 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇立体を直感的にイメージする能

力が不足している生徒が多いよ

うに思われます。 
 
 
◇生活の中で自らものを作るとい

う経験が少なくなり、いろいろ

な工具、道具の使用法が習得で

きていません。 

◇視覚的に立体の展開図

がしっかりとイメージ

できるよう、ＩＣＴ機器

を活用して展開図を表

示します。 
◇実技実習の中で、生活の

中で活用できる工具を

多く取り入れ、活用法を

習得させます。 

 

◇立体の展開のイメージを想像し

やすくなるよう、ICT 機器を活

用して展開図を示し、想像能力

を養います。 

 

◇友人のサポートをすることによ

り、今まで気づかなかった新た

な課題・問題点を気づかせ、問

題解決能力を育成します。 

２
年 

◇電気の分野において安全に取り

扱うための注意力や知識を深め

る必要があります。 
 
 
◇情報機器を活用した実習には積

極的に取り組んでいます。作業

進度に個人差が生じ、入力を苦

手にしている生徒が見受けられ

ます。 

◇事故例を提示し、安全に

作業を進めることを常

に促すようにします。 
 
 
◇少人数授業を活用し、キ

ーボード操作を苦手と

している生徒に対して、

丁寧に指導にあたりま

す。 

 

◇安全指導に重点を置き、ケガを

未然に防ぐために、予測される

事故・ケガ等を自ら考えさせ、

説明をして作業における注意点

をしっかりと理解させます。 
◇誰もが ICT 機器に抵抗なく身近

な道具として活用できるよう、

調べ学習やレポート作成等で積

極的にパソコンを活用してい

き、技能向上を図ります。 

３
年 

◇不自由のない環境の中で生活し

ていると、資源やものを大切に

扱う気持ちが薄れてしまってい

ます。また電力不足に対して、

意識を高め、少しでも自分が協

力する態度・行動を身に付けま

す。 
◇製作過程は丁寧で素早いが、完

成してしまうとそこでやる気を

なくしてしまい、それ以上の工

夫を行わない生徒が多いです。 

◇壊れたものは使い捨て

ではなく、修理しながら

大切に使っていくこと

や、環境に優しいエネル

ギーを推進する指導を

行っていきます。 
◇完成作品を自己評価お

よび生徒同士で作品を

評価させることにより、

自分では気が付かない

作品の欠点を気付かせ、

改善させるなど、さらに

工夫やアイデアの創造

性を伸ばします。 

 

◇生活の中で活用することができ

る工具や作業手順を、実習を通

して自ら判断しながら製作を行

い実践的な技能・能力を高めま

す。また、家庭でできる省エネ

案を考えさせ実践させます。 
◇個々の技能にあわせた到達点を

自分自身で設定し、時間のある

限り問題点を修正していくこと

で、さらなる技能向上を図って

いきます。 



南中野中学校（家庭）の特色 

◇落ち着いた授業環境である現状を踏まえ、「話しをしっかり聞く」「課題に集中して取り組む」 
「達成感を味わえる」習慣を身につけさせます。そのためには、                                                             

① 生き生きと生活を楽しめる工夫ができる生徒 
② 意欲的に自らの課題を探りだそうとする生徒 
③ 自分の周囲の生活環境について前向きな実践を創造できる生徒 
 
を南中野中学校の家庭科教科の特色としたいです。 

また、具体的な各学年の手立てとして 
１年生・・・食物について理解した実習計画から「調理実習」を実践し、家庭での課題を達成します。 
２年生・・・衣服の簡単な手入れと補習を実践し、住生活で使える「エコティッシュカバー」を製作します。 
３年生・・・幼児について理解した上で、自ら課題を選択し問題意識を持って「ポートフォリオ」を製作し 
      問題解決できる力を育成します。 
以上具体的な目標が達成できるよう取り組み、南中野中学校の家庭科の特色としていきます。 
 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇小学校からの流れを受けて、「食

物」を扱う「食生活と自立」を最

初に計画しました。食への興味関

心を強く持っている 1 年生を対象

に積極的に取り組めています。南

中野中学校の 1 年生もやはり食へ

の興味関心が高いです。 

◇自分の食生活を振り返

る授業から、現在食べてい

る食品への興味関心を高

めます。家庭でも自分で調

理する機会を増やす課題

を考えます。 

 

◇以上の分析により、高い意欲関

心を活かした指導計画を立て、さ

らに家庭での実践につながる指導

法の工夫を考えます。 

２
年 

◇製作に入ると集中して活動でき

る生徒が多いです。真面目に取り

組めるので、製作を通して達成感

を味わうことができ、ものづくり

への興味・関心を高めることも期

待できます。 

◇手先や体を動かす体験

的な実習時間の工夫を考

え、経験を増やして家庭で

の実践、技術力向上も考え

ます。 

 

◇家庭での実践へつながる楽しい

課題を考え、手や体を動かす体験

を多く取り入れた実践を増やしま

す。 

３
年 

◇ものづくりに関心が高く、一人

一人が質の高い作品作りに期待が

持てます。また個性を生かした自

分らしいテーマを選ぶことがで

き、さらに問題を探究して作品を

完成させることができます。 

◇幼児について基礎的な

理解から自らの課題をみ

つけ解決するためのアプ

ローチを考えます。  

◇ポートフォリオ製作の過程で、

教師からの声かけや助言を多く増

やし、作品への問題意識や製作へ

の努力が表現できるよう生徒と共

に取り組みます。 

 



南中野中学校（保健体育：男子）の特色 

◇集団行動やラジオ体操などを年度当初にしっかりと実施します。 
◇週３時間の授業を実施しています。その中で、学校選択としてフラッグフットボール・ダンス（南中ソーラン）にも取り組

んでいます。この南中ソーランは、運動会で３年生が３年間の積み重ねの成果を発表します。 
◇毎時間の授業記録表の記入や授業カードの活用で、生徒一人一人がよく考えて授業に取り組めるようにします。 
◇１時間中の生徒一人ひとりの運動量をできるだけ多く確保するような授業展開ができるような工夫をします。 
◇３年生は、全クラス単級で授業を展開し、より細やかな指導をしています。 
◇縦割りカラー対抗の形式で、運動会に取り組みます。 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇集団行動の基本的習慣が身についてい

なく、落ち着いて話を聞くことができ

ない生徒がいます。 
◇意欲的に取り組める生徒とそうでない

生徒がいます。 
◇基礎体力が不足している生徒が多くい

ます。特に、スピード、持久力、投能

力が劣っています。 
◇筆記試験では、テストに慣れていない

生徒が多いせいか、得点が伸びていま

せん。 

◇集団行動の意識付けが必

要です。 
◇きちんと話を聞ける体勢

を作ります。 
◇個々の生徒のもつ課題を

明確にします。 
◇基礎体力をより高めるた

めの取り組みを行います。 
◇運動に対する知識･理解の

繰り返しを徹底します。 
 

 

◆集団行動や話を聞く姿勢作りを繰

り返し行い、身につけさせます。 
◆授業中や授業記録表での反省に対

する個々へのアドバイスを実施す

る事で、課題をはっきりとさせま

す。 
◆体ほぐし運動と体力を高める運動

を毎時間実施し、また、５分間走

や３分間縄跳びの取り組みも行い

ます。 
◆授業中に前時の確認をすることや

再テストを繰り返し行うことで、

知識･理解の定着を図ります。 

２
年 

◇意欲的に取り組める生徒がいるなか

で、話を聞く態度が悪くしっかりと取

り組めない生徒がいて、それに流され

てしまい、集中できない生徒も多々い

ます。 
◇この１年で、基礎体力も徐々について

いますが、スピード、敏捷性が不足し

ています。 
◇筆記試験は、取り組みの甘さから定期

試験での得点が伸びません。 

◇きちんと話を聞ける体勢

づくりを行います。 
◇集中するために、お互いに

声をかけ合います。 
◇個々の生徒のもつ課題の

明確化させます。 
◇基礎体力をより高めるた

めの取り組みを行います。 
◇運動に対する知識･理解の

繰り返しを徹底します。 

 

◆話を聞く姿勢作りを繰り返し行

い、身につけさせます。 
◆授業中や授業記録表での反省に対

する教師からの個々へのアドバイ

スや生徒同士のアドバイスを実施

する事で、個々の課題をはっきり

とさせます。 
◆体ほぐし運動と体力を高める運動

を毎時間実施し、また、５分間走

や３分間縄跳びの取り組みも行い

ます。 
◆授業中に前時の確認をすることや

再テストを繰り返し行うことで、

知識･理解の定着を図ります。 

３
年 

◇少人数での授業や生徒一人ひとりの意

識の変容から、意欲的に授業に取り組

めていますが、自分たちで考え行動す

ることができない生徒がいます。 
◇この２年で、基礎体力も徐々について

いますが、スピード、持久力が少し不

足しています。 
◇筆記試験は、しっかりと取り組め、定

期テストでの点数も高い数値を残して

います。 
 

◇自己の体力や運動に関心

を持ち、課題をはっきりさ

せます。 
◇課題解決のために、自ら考

え行動し、判断力を養いま

す。 
◇基礎体力をより高めるた

めの取り組みを行います。 
◇運動に対する知識･理解の

繰り返しを徹底します。 

 

◆授業中や授業記録表での反省に対

する教師からの個々へのアドバイ

スや生徒同士のアドバイスを実施

する事で、個々の課題をはっきり

とさせます。 
◆授業記録表で次の時間の目標を立

てることで、その課題を達成する

姿勢を身につけさせます。 
◆体ほぐし運動と体力を高める運動

を毎時間実施し、また、５分間走

や３分間縄跳びの取り組みも行い

ます。 
◆授業中に前時の確認をすることや

再テストを繰り返し行うことで、

知識･理解の定着を図ります。 

 
 
 
 



南中野中学校（保健体育：女子）の特色 

◇集団行動やラジオ体操などを年度当初にしっかりと実施します。 
◇週３時間の授業を実施しています。その中で、学校選択としてフラッグフットボール・柔道に取り組んでいます。また、南

中ソーランを行い、運動会で３年生が３年間の積み重ねの成果を発表します。 
◇毎時間の授業記録表の記入や授業カードの活用で、生徒一人ひとりがよく考えて互いに助言し合い、言語活動を充実させた

授業を行えるようにします。 
◇１時間中の生徒一人ひとりの運動量をできるだけ多く確保する授業展開を工夫します。 
◇３年生は、全クラス単級で授業を展開し、より細やかな指導をしています。 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇意欲的に授業に取り組めています。 
◇体力の要素では、筋力、柔軟性、投能

力、瞬発力が不足しています。 
◇落ち着いて話は聞くことができ、説明

した内容が理解できず、その動きをイ

メージすることができないことが多少

あります。 
◇定期テストでは筆記試験に慣れない

中、学習方法がわからない生徒が多く

出ました。また、学習してもきちんと

理解できず実力が発揮できない生徒も

います。 

◇話を理解できない生徒が

いるので記録を書かせて

確認する必要があります。 
◇運動経験が少ない生徒が

多くいるのでトレーニン

グ方法の工夫が必要です。 
◇運動に関する知識・理解が

しっかりと身についてい

ない生徒が多くいるので

記録表やノートに書かせ

て確認する必要がありま

す。 

 

◆授業中の集合や話を聞く姿勢作

りを繰り返し行い、身につけさ

せます。 
◆授業中や授業記録表での反省に

対する個々へのアドバイスを実

施する事で、課題をはっきりと

させます。 
◆体ほぐし運動と体力を高める運

動を毎時間実施し、基礎体力が

身につくよう工夫します。 
◆ノートに身体の動きやポイント

を書かせ、知識･理解が身につく

よう取り組みます。 

２
年 

◇意欲的に授業に取り組めています。 
◇全体的に運動能力が高く活発的です。 
◇体力の要素では、柔軟性、投能力が不

足しています。 
◇説明をしている途中で、話をしたり他

に目がいってしまったりと、集中力が

少し欠けています。その結果、同じ質

問をすることが多々あります。 
◇定期テストでは筆記試験に慣れ、学習 
の成果を発揮した生徒と、学習不足の 
生徒との差がありました。 

◇話をしっかりと理解でき

ない生徒がいるので、理解

するまで確認する必要が

あります。 
◇集中するために、互いに声

かけしたり周りの場の雰

囲気を察知し、判断力を養

うようにする必要があり

ます。 
◇運動に関する知識・理解が

しっかりと身についてい

ない生徒が多くいるので、

テストを踏まえて指導す

る必要があります。 
 

 

◆授業中の集合や話を聞く姿勢作

りを繰り返し行い、身につけさ

せます。 
◆授業中や授業記録表での反省に

対する教師からの個々へのアド

バイスや生徒同士のアドバイス

を実施する事で、個々の課題を

はっきりとさせます。 
◆体ほぐし運動と体力を高める運

動を毎時間実施し、体力が向上

するよう工夫します。 
◆授業中での授業記録表や小テス

トの実施などを繰り返し行うこ

とで、知識・理解の定着を図り

ます。 

３
年 

◇全体的に意欲的に授業に取り組む 
姿勢が見られます。 

◇体力の要素では、筋力、持久力が下 
回っています。 

◇基礎体力が不足している生徒が多 
くいます。特に持久力が劣っています。 

◇定期テストでは筆記試験に慣れ、勉 
強の成果を発揮した生徒と、勉強不 

足の生徒との差がありました。 
 

◇話をしっかりと理解でき

ない生徒がいるので、理解

するまで確認する必要が

あります。 
◇基礎体力が不足する生徒

が多くいるのでトレーニ

ングの工夫が必要です。 
◇運動に関する知識・理解が

しっかりと身についてい

ない生徒が多くいるので、

テストを踏まえて指導す

る必要があります。 

 

◆授業中の集合や話を聞く姿勢作

りを繰り返し行い、身につけさ

せます。 
◆授業中や授業記録表での反省に

対する教師からの個々へのアド

バイスや生徒同士のアドバイス

を実施する事で、個々の課題を

はっきりとさせます。 
◆体ほぐし運動と体力を高める運

動を毎時間実施し、体力が向上

するよう工夫します。 
◆授業中での授業記録表や小テス

トの実施などを繰り返し行うこ

とで、知識・理解の定着を図り

ます。 
 

 



南中野中学校（英語）の特色 

◇少人数・習熟度別授業を展開しています。 
◇基礎コースは、反復練習を行うことにより、教科書の内容理解と単語力の強化を目標にしています。 
◇標準コースは、表現活動を取り入れながら、教科書の内容理解に加えて、標準的な課題に取り組む力をつ

けることを目標にしています。 
◇週２回学力向上アシスタントが授業や放課後学習に加わり、生徒の学習のサポートを行っています。  
◇希望者を募って、本校を会場にした実用英語技能検定（英検）を実施しています。 

 

現状分析（成果と課題） 

 

授業改善プラン 

分析内容 指導上の課題  授業改善策 

１
年 

◇全体的に落ち着いて真面目に授

業に取り組んでいます。しかし、

一部ではありますが授業に集中

できなかったり、忘れ物をして

くる生徒がいます。 
◇まだ英語学習がスタートしたば

かりであり、４言語技能におい

てどの分野も概ね基本的なこと

は到達できていますが、「書く」、

「話す」分野がやや弱い傾向が

あります。 

◇一人一人の意識を高

め、毎時間の授業に集

中して臨む習慣を付

けさせます。 
◇４言語技能をバラン

スよく習得させ、特に

｢書く｣｢話す｣という

表現の力を身につけ

させる必要がありま

す。 

 

◆１時間ごとの目標や課題

を明確にし、生徒が意欲的

に取り組めるようにしま

す。 
◆ノートやワークの点検を

こまめに行います。 
◆暗唱やスピーチを行い発

表の機会を設けます。 
◆少人数を有効に利用し、書

く作業は一人一人丁寧に

指導します。 

２
年 

◇観点別正答率は、「表現の能力」

が期待正答率から 2.8％低くなっ

ていますが、その他の３項目「コ

ミュニケーションへの関心・意

欲・態度」は、1.3％「理解の能

力」2.4％「言語や文化について

の知識・理解」は 2.7％高くなっ

ています。 

◇基礎的な文法はまず

まず成果が出ていま

すが活用が弱いです。 
◇表現する力、つまり書

く力が不足していま

す。 
◇発表、発言の機会を工

夫する必要がありま

す。 
 

 

◆基本文や単語については

継続的に練習していきま

す。 
◆音読やペアワーク、スピー

チなど、発表の機会を増や

します。 
◆ワークブック、ノート点検

をまめにします。 
◆補充学習を充実させます。 

３
年 

◇どの観点も期待正答率を上回る

結果となっていますが、「表現の

能力」の観点において 0.8 ポイ

ント上回るにとどまっていま

す。 
 「言語･文化への知識・理解」と

比較してみると、文法、単語は

よく覚えられていますが、応用、

活用でミスをしたり、しりごみ

する傾向が見られます。 
 

◇知識理解に関する指

導、強化は継続して続

けていきます。 
◇基礎の定着レベルに

合わせて、学習した表

現を使うこと、特に書

くことの練習を行っ

ていきます。 
 

◆単元テストの実施と見直

し、確認します。 
◆書く表現課題を設定しま

す。 
 パターン練習や課題英作

文、英文日記など。 
◆学び合いの充実 
 協同採点、共同作成の機会

を作ります。 
 小テスト、英文日記など。 

 
 


